
























































































































































































ともし火は自らの外側に光を放出し、その光によって自らの外に「物

の姿を現出するJ。一方「鏡Jは自らの内に光をたたえ、その光によっ
て自らの内に「物の姿を現出するjのである。もしもこの解釈が正しい

とするなら、そもそも我々が「視覚的形象jとしている「物の姿Jその

ものについての理解方式も、朱裏のそれと我々のそれとでは根本的に違

うのかもしれないという問題が浮かび、上がってこよう。

また、この「照」という語が表す作用が「ほのおjと「鏡Jにおいて
同一であるという感性を軸点として、一般にそのような感性を通じて世

界を把持している人々においては、太陽あるいは月の光がこの世界の

隈々に至るまでをくっきりと「現出している」光景が、一気に「鏡」の

中の世界、あるいは鏡と同一様の磨き込まれた「水晶球jの中に「現出

しているJ光景へと転換して観じられる底の「詩的直感jが成立しやす

いということも言いうるであろう。そのような、世界の観じ方に一気に

起こる我々からすれば「剥奪的転換jとでも謂うべき例を、我々は中国

の古典的詩文のうちに示すことも出来るのである。

b. 「場」として

以上のような「照jについての考察を含め、朱慕の「鏡Jにかかわる
テキストの分析より、私は次のような結論に到達した。

すなわち朱喪にとって「鏡jとは、何か物がその前にやって来るとそ

の到来に「感応Jしてその物の影像を自らの内に現出する能力を持って
いる「場所jであった、と。

しかし先ず、その「場所jとは、単純に空つぼな領域であり、何かが

それとは無関係・独立した存在としてそこに出入りしていく「空間Jで
はなく、或る潜勢的な能力、ここでは感応して物の影像を現出するとい

う能力、をその全域において「張り亙しJ「張り詰めているjと観念さ
れ、その場所自体がその能力そのものの広がりであり、かっそれが働く

顕現の場であり、そこに現れる存在、ここでは或る影像、はその場所と
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して広がる能力が働き出だした産出物としてのみ存在する、その「場

所＝能力jから非ー独立な「現像jであると観念されていた。とするな

ら、このように能力の張り亙しとしての「ひろがり」として観念されて

いる「場所Jについては、我々はこれを「場所jと呼ぶよりは特に f場J
と呼んでこのことを明確にする方がより適切であろう。

また次に、「鏡」は朱寮たちにとっては我々の言う「金属Jの塊を平
面状に磨きたてたものであるから、今まとめた「鏡jについての記述は

実は我々の所謂 f金属jという「物質Jについての彼の理解を記述して
いることにもなろう。彼に即して言えば、所謂「五行＝木・火・土・

金・水jの内の「金」についての彼の理解を記述していることになる。

事実朱蕪のテキストにおいては、「鏡Jについての言述中に「金Jなる
語が現れ、またこの、物の影像を現出するという能力において、 f金J

と「水Jとを同一であるとする言述も現れる。

この二点における注意を基底において、朱蕪の「鏡」についての理解

をまとめ直すと次のようになる。

すなわち、鏡とは、金属の一つ一つの塊が一つ一つの「場jとして張

り詰めている、物の去来にしたがって自らの内の光により自らの内にそ

の物の姿を影像として現出し、その影像を存続し、消去する、全く何の

無理も感じさせない、迅速そのものに働く内在的感応能力を、その塊を

人が磨くということにより、ただちに発現しうる臨界域へと到達させた

ものである、と。

朱蕪は、我々が「物jと呼んでいるレベルの存在、また我々が「物質j

と呼んでいるレベルの存在について、我々が今日普通に採るようにます

ますなりつつある「機械論的jと呼ばれる理解方式とはずいぶんと異な

る理解を行っていたということになる。

c.体ー用

「体ー用Jの論理が朱莱の言述中に頻出することはよく知られている。
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「鏡Jにかかわる言述の中にもこの論理図式は出現する。以上にまとめ

た「鏡Jについての彼の理解、また「物Jなり「物質」なりについての
我々とはずいぶんと異なる彼の理解を踏まえて、この「体ー用Jの論理

の意味するところも捉ぇ返される必要がある。

すなわち、「体一用jの「体Jとは、或る特定の活動を発現する f場
所＝能力jである或る特定の「場jが「感応Jし働いていない準位にあ
る、その静かに内なる能力を張り詰めしずもっている様態にある、その

「場Jのことを謂い、「用jとはその「場Jが「感応jして現実にその能

力を発現して或る活動が進行している準位・様態にあることを謂う、と。

特定の或る働き、役割、機能を果たす存在はそれぞれがひとつの「場J

として捉えられ、そのそれぞれの「場Jは、「体jの準位と「用」の準

位の聞を、「感応する／しないJを準位変換素として振れていると理解

するのである。

ところで朱奈は、この f感応Jについて「対他感応Jと「自己感応J
とを分析している。

「対他感応jは他存在が外からその「場jに対して出現し、これにそ

の「場」が反応して自らの内の能力を展開していくものoその場合、そ

の「場Jの準位を「体jから「用」へと変換させるのは、外界に対して
常に待機している感知能力がその「場Jの有つ本ー能力を発動すべき外
的状況の出来（しゆったい）を感知しその本ー能力の発動を起動する、

その「場jがやはり前提的に有つ「感知・起動能力jである。これなく

しては本・能力の発動というその「場jの準位変換は起こり得ない。

我々としては、朱菜がたとえば「心Jについて「知覚Jという言葉によ
って問題化するこの能力を、その「場」の「本ー能力jに対する、その

「場Jの「メター能力Jと解釈しておきたい。
一方「自己感応」とは、朱慕の挙げる例でいえば、陰が陽になりまた

その陽が陰になる、あるいは人がひとしきりしゃべるとおのずからに黙

り込み、ひとしきり黙り込むとまた話し出すといったもの。この種の準
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位変換は、その「場jにあって、その「場Jの内に進み行く時の刻み行

きの中で、或るタイミングを採ってその「場jの準位を変換して行く、

やはり同じくその「場Jの有つ「メタ・能力jによって起動される。こ
の方の fメター能力jも、或る「場jの有つ自らの時間経験の推移の中

でタイミングの到来を感知し、準位を変換して行くという意味で、やは

りある種の「感知・起動能力Jであると理解することが出来るだろう。

f対他感応」の場合にはその「メター能力Jは外界をモニターしてお
り、「自己感応」の場合には自己内の時の刻み行きをモニターしている

ということになる。

以下の「2一心の理解jにおいて取り上げる「心jについて、今も述べ

たごとく朱蕪は「知覚」なるものを問題化するが、そのことによって問

題化されているのは、まさにこのような「メター能力Jが「本ー能力Jと
別に存在しなければ「場」そのものが成り立たないということであろう。

また「3一天地の化」において取り上げる「天地Jとは、我々が「世
界Jなり「宇宙jなりといった言葉で捉えるレベル・規模での存在をあ

らわす言葉であるが、朱裏はこれをやはりひとつの「場」として捉え、

周敦顕の「太極図説Jに従い、その「場jの最も基本的な準位変換を今

も出た f陰一陽Jの変換とした。そしてその「図説Jにおいて「陰一陽J
変換の上位に設定された「太極Jなる存在を、その「陰一陽j変換につ
いての「メタ・能力J、すなわち「天地」という「場」の内の時の刻み
行きをモニターし、絶妙のタイミングをとって「陰一陽」の準位変換を

起動していく「感知・起動能力jと解釈したのであった。

2－「心」の理解

a.二項的思考より三項的思考ヘ

「心」は朱惑の思索の基底をなすテーマである。その「心Jについて
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の朱蕪の理解図式が、彼の40歳のときに起きたと考えられる、所謂

「定論確立」の事件により大きく転換したことは、学友たちへの彼自身

の明快な報告の文章によってよく知られている。この転換において、単

に「心Jというテーマだけに終わるのではない、彼の基底的な思考図式
の組換えが起こったoそれは端的には「二項的思考より三項的思考へJ

とまとめうる転換である。

問題は、『中庸jのよく知られる「喜怒哀楽の未だ発せざるは之を中

と謂い、発して皆な節に中（あた）るは之を和と謂うjなる分析を原典

として、人間の内面活動をどう理解付けるかというところにある。先ず

はここには、人間の内面活動を「喜怒哀楽Jにまとめ、この活動に「未

だ発せざるJ段階、これを簡単に「未発jの段階と呼ぶ、と、「発してj

の段階、これを簡単に「己発jの段階と呼ぶ、の二項対立を導入して理

解する図式が示されている。「定論確立」以前の朱裏は、人間の内面活

動を対象化し分析するときの古典的な基本用語であった「心Jと「性J
という言葉を、この二項対立図式に単純に割り振り、「未発jが「性J、
「己発jが「心Jとしていた。しかしこれでは結局、「性jと「心Jが強

い二項対立の関係に陥り、互いに断絶して連絡し得ないものとなってし

まう。この難点に気づいた朱蕪は、これを次のような理解図式に転換し

たのであった。すなわち、「心Jとは「未発jの状態＝「静jの状態、

と、「巳発Jの状態＝「動」の状態とのあいだを繰り返し連続的に相互
へと転換して行く、そのものとしてはひとつの存在である。この「未発j

「静jの状態の時には、この「心jに内在している、外界の状況に応じ

て「よろこぶ（喜）べきj時には「よろこび（喜）」、「いかる（怒）ぺ

きj時には「いかる（怒）Jなど、適宜・的確に反応していく「情動能

力Jがそのものとして発動されずにそこに存在しており、一方その「能
力jが外界の状況に対応して起動されて発動し、特定の、たとえば「喜

ぶ」「いかる」などの活動に発現する、これが f心Jの「巳発Jr動jの
状態だ、としたのである。そして、この、今我々が特に「情動能力jと
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解釈したものを、朱蕪はここで改めて f性jと呼ぴ、これは「未発j

f静jのときにはそのものとしては未だ発動されて特定の「喜ぶJなり

「いかるjなりに分化してしまっていない、その意味で純粋・淳ーなか

たちで存在するが故に、特に強くにはこの「未発j状態のときにこそ

「性Jが存在すると言う。そして、その［性」が起動されて発動し、特
定の「情動Jとして、「心jが身体に、そして外界の現実に働きかけて

いく単一の力動態へと発現し終わっている、その「情動Jを、「情」と

規定したのである。このように転換された理解図式の中では、「心jが

独自の全体者として前面に、あるいは基底におかれ、かつての f己発

（心）一未発（性）Jというこ項対立図式での分裂を修復して強く統体化
する「素地jとなっているのである。

朱蕪は「性jや「情Jと区別される、そのものとしての「心Jという

存在を設定し、それについてはこれを特に「主宰するjものと説明し、

「知覚・運用」という働きを果たすものと言述する。すなわち彼はここ

で、「心jを、「性jを起動する「主体J存在として設定しているのであ

る。しかも如此して起動された「性Jが発動し、「情jへと発現するの

は、その同じ「心Jにおいてであるから、結局「心Jとは「性jなる自
らに内在する「情動能力」を主体的に起動することによって「情」へと

自らを展開する「自己力動する場所」だということになる。すなわち

「心jとは我々の言う「場jそのものである。

b.「場Jとして

この「定論確立Jによって朱寒の思考の基底となった理解図式をまと
めるなら、「心Jとは外界を常にモニターし、特定の状況の出来（しゆ
ったい）を「知覚jし、それに対応する「情動能力jを起動し、自らを

その外界へと働きかける「情動jへと当て込んで自己展開し変貌させる

力動的な「場jだ、ということになる。朱寒の「心Jをめぐる言述につ
いての「場jというイメージをキーとする我々の解釈を、その言葉使い
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そのものによって支持する朱蕪のテキストを紹介しておく。

問。心之動、性之動。

目。動処是心、動底是性。（『朱子語類』巻5-49条）

「質問。心の動と性の動の違いについて。

答え。動じている現場が心だ。動じているそのものが性だ。j

注記すれば、「動Jというのは、これらの用例からすれば、「運動するJ
と訳して済ますわけには行かないだろっ。現代の和語としては「運動す

る」は、おおむね「空間的移動・運動Jを示すと思われるからである。

これらの用例における「動jは「或るものが活性状態にある。外界への

反応状態にある。jといった意味であり、したがってその反対語である

「静Jは「運動速度がゼロjということではなく、「或るものが不活性状

態にある。外界への反応状態にない。Jといった意味として捉える必要

があろう。

ここに特徴的に見られる「処」と「底jの対比をキーとする言述はこ

の他にも似たような分析の場面で用いられる。次の例はそのひとつであ

る。原文だけを挙げておく。

「顕諸仁」是流行発用処。

「蔵諸用j是流行発見底物。 er朱子語類j巻74・129条）
ただし、このような「～底jと「～処Jによる分析が朱慕の思考において
何を意味するのかについてはさらにより踏み込んだ考察が必要である。

3.「天地の化」－ひとつの「場」として一

『論語jの次の一節は独特の深みを感じさせる孔子の言葉としてよく

知られている。

子、川の上（ほとり）に在りて日く「逝く者はかくの如きか、

昼夜を舎（お）かず」と。（子牢第九）
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これに対する朱裏の注釈は次のように始まる。

天地之化、往者過、来者続、無一息之停。乃道体之本然也。

（『論語集注j巻5)

朱莱の注釈は先ず、孔子の言葉の深さを、「天地之化Jという言葉で受
け止めている。先ずこの「天地之化jなる語は、『中庸jに、聖人にの

み「黙契J（朱慕『中庸章句j中の語）される、として現れる「天地之
化育Jを踏まえると考えるべきであるo他のさまざまな朱寮の「天地J
についての言述にも亙って併せ考える限り、この「天地之化Jなる語の
意味するところは、我々が「世界」なり「宇宙」なりといった言葉で表

す規模において展開している「変易の場」の、その「場」に載っている

在りとし在るものをそのそれぞれの芯において「変易し（他動詞）て行

くj働きのことを謂う、と解釈することが出来る。そのような在りとし

在るものにおいて、 f聖人Jならざる通常の知性には捉え得ない深さに
おいて展開している「変易Jの働き、を、朱蕪はここで先ず提示し、そ

れについて、その途切れなき持続という事実を次に提示し、それを「道

体之本然jと受け止めるわけである。

この「道体之本然jに現れる「体jなる語は、それがついた語、ここ

では「道j、の思考における対象性を硬質・鮮明に作り出す働きをする

語である。我々が「物自体Jr～自身J「～そのものJなどというときの
「自体J「自身j「そのもの」にあたる。また「本然Jの「本Jというの
も、 fそれそのもののもはやどこにももっていくことのできない～Jと
いう意味であり、「本然Jとは、したがって「それそのもののどこにも
持っていきょうのない在り方、姿jということになる。結、局「体Jも

「本然jもあいまって「道jという言葉が表す存在を強く思考の対象と

して当体化しているわけである。「道そのもののそのもの」といった言

いざまである。

ではその「道jとは一体いかなる語なのであろうか。それは朱蒸にお

いては、この「変易の場jとしての世界の、その変易の働きに普遍的に
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観察される「陰陽変換の循環的連続性」という事実に対して、さらに

「なぜそのような循環的連続性があるのかjと問い詰めるときに問題化

されるレベルの存在を表す語である。我々の言葉でいうならそのような

循環的連続性の「根拠jと言うに当たる。

すなわちここで朱嘉は、「天地jという「変易の場Jがそもそもその

ような「場Jとして成立し存続している「根拠」を聞い、これに「停止
することが無いJという事実をおいたのである。
しかしさらに、「天地の化jの「化」なる動詞が自動詞ではなく他動

詞として考えられていたと、ここをめぐるさまざまなテキストの分析か

ら解釈できることなどを考え合わせると、ここに「わずかにも停まるこ

とが無い（無一息之停）Jと言われている、「変易の場Jが示す事実も、
「根拠」の問題レベルへと投射されることによって、この「変易の場J
が成立する「根拠jそのものへと遷移せしめられ、そのレベル転換によ

って、「或る種の能作存在」へと成り立っかたちで受け止められていた、

と解釈すべきではなかろうか。

ここで「ある種の能作存在Jと言うのは、それが「物J的な存在でも
「人材、J的な存在でもないからである。「作用Jあるいは「働きJなどと
いった言葉に我々が聞き取り読み取る或る認識対象を、そのものとして、

f物J的存在に還元することなく直裁に認識せよ、という、「物j的な

「存在Jでない、言わば「事件j的な「存在jに注視することこそが朱
蕪という思索を特徴付けているのではないか。

以上のような次第を経て私は、この「天地という変易の場jの根拠と

して現わされている、朱蕪のここでの「道jを、我々の解釈の言葉とし

ては「純粋持続意志」という形で言い表すことが出来るのではないかと

考えている。このような解釈が示唆する問題についてさらに考察を進め

ること、もちろんこのように解釈することの問題性も含めて朱寒のテキ

ストに即しつつ考察を進めていくことが、現在の課題である。

（調整班研究会発表要旨）
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西洋古典の伝承史における予型論的視点の影響について
一『牧歌jIVと『オデユツセイア』を中心に一

秋山学

(BOJ「伝承と受容（世界）J班・筑波大学）

’99.11.27 （於京大会館）での研究会では「西洋古典の伝承史における
予型論的視点の影響について～『牧歌JNと fオデユツセイア』を中心

に～jと題して発表をおこなった。

「予型論J( typologia）は元来聖書神学的な概念であり、旧約と新約の
関係を予型と成就という形で捉える理論だと言えようが、予型が現れる

文脈を旧約に限定せず、キリストの到来以前の段階において、既存の文

化伝統のうちに潜む何らかのかたちでキリストを予示する素地を備えた

ものを広く指して用いることもできょう（今世紀後半における神学の趨

勢）。ここでは西洋古典文学に限定し、比較的明瞭に現れるそのような

「予型Jとして、ウェルギリウスの f牧歌JN （嬰児／cf.『イザヤ番』）、

およびホメロスの『オデユツセイア』（マスト上のオデユッセウス／cf.

十字架上のキリスト）の二つの場合を取り上げたい。

ウェルギリウス（B.C.70・19）の『牧歌J第4歌には fタマエの予言の
告げる、最良の時代がやって来るjという一節がある。この「クマエの

予言jとは『シピュッラの託宣jを意味する。この『託宣jの現在の刊

本にはユダヤ教的なものやキリスト教的なものなどが混合して収められ

ていることから、当時のものにもユダヤ教の予言が多数混ざっていたと

推定される。『牧歌』第4歌は『イザヤ書jとの類似を示して「平和を

もたらす嬰児の誕生jを歌うゆえに、ウェルギリウスは古代末期より

「異教徒の預言者」と崇敬されたが、この類似の秘密は当時の『シピュ
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ツラjにユダヤ教の予言が含まれていたと推定することでひとまず解決

されるo紀元後には．『シピユツラjのうちにキリスト教的なものがさら

に挿入されたため、受容史は一層複雑な様相を呈する。まずギリシア語

版 fシピユツラjのうちには fイエス・キリスト、神の子、救い主」と

いう句を読み込んだ織り句（acrostic）的なものがあり、西方では流布し

たものがラテン語版であったために、これがうまく成立しなかったが、

アウグスティヌスはギリシア語版を推察してシピュッラの予言性を洞察

し、 f神の国jのなかで「彼女は神の国の民の一人に含まれるべきであ

ろうjと語っている（XVIII.23）.ウェルギリウス『牧歌j第4歌13行の

「あなたを導き手として〔平和の時代が始まる〕J(、teduce，’）における

fあなたjとは、文脈上当然執筆当時の執政官ポリオを指すが、この

「あなたJのうちに「キリストjを読み込む解釈がアウグステイヌスの

『書簡jや『神の国』に見られる。アウグスティヌスはウェルギリウス

が『シピュッラ』に拠ったことを前提とした上で、詩人がキリストの誕

生を予知したものとしてその預言性を認めている.'te’のうちに「キリ

ストjを読み込むアウグステイヌスのょっな解釈は、先行するラテン教

父たちには認められず、むしろギリシア教父エウセピオスの作品の末尾

に付されて伝わったコンスタンテイヌス大帝の『聖なる人々の集いにお

ける演説jのうちにその淵源が求められる。この f演説』に関しては、

ラテン語の原稿をギリシア語訳したものであろうとの仮説が出されてい

る。『演説』は、シピユツラのギリシア語版acrosticをはじめ、『牧歌j

第4歌の叙事詩韻律によるギリシア語訳文をも収録しているが、その希

訳の際に、te’の「変容jが行われている。アウグステイヌスに関しては

（ギリシア語通ではなかったとして）、 Courcelleなどは彼が『演説jのラ

テン語原版を見ていた可能性を指摘している。もっともラテン語原版で

あればウェルギリウスを原文で引用していたはずで、「変容Jは不成功

に終わった可能性が高い。エウセピオス関連のものを（原文で）アウグ

ステイヌスが渉漁していた可能性を考えたい。アウグステイヌス以降、
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彼の影響力が絶大であったために、「シピュッラJおよびウェルギリウ

スの受容はアウグステイヌスの理解を基軸として展開されてゆく。ウェ

ルギリウスの写本としては、古代末期に遡る数種の大文字写本が現存す

るが、以上のようなウェルギリウス評価を基盤にその筆写が行われたと

考えて間違いはなかろう。下ってカロリング・ルネッサンス期には古典

作品の写本が多数産みだされ、ウェルギリウスも、特に9世紀に写本が

増大した詩人の一人である。だが同時にラテン教父の写本数も同程度の

比率で増大しており、アウグスティヌスの写本数の変遷はそれを実証す

るo カロリング期の著作家たちは、ラパヌス・マウルスの『宇宙論』の

一節が物語るように、ほとんど「写本」と変わらないような教父の著作

の引用作業に終始する面もあった。ラパヌスの『宇宙論』第15巻第3

章「シピュッラについてjは、中途からアウグステイヌスの f神国論』

第18巻第23章と同一の文となる。その途中にラクタンティウス『神学

綱要』第4巻第18章からの引用があるが、これも含めてラパヌスの文

はアウグスティヌスの「写しJに他ならない。従って「シピユツラjおよ

びウェルギリウスに対するアウグスティヌスの評価は、そのままこの時

代にも受け継がれてゆく。ウェルギリウスの7つの古代写本はすべてイ

タリア起源であるが、中世初期にはそのうち少なくとも 4つがカロリン

グ朝系の修道院にあり、 AとRはサン・ドニ修道院に、 Pはロルシュに、

Gはザンクト・ガレンにあったと推定されている。このうちサン・ドニ

修道院は、ヒルドゥインが院長であった頃、彼の命により『偽デイオニ

ユシオス文書jの羅訳が企画され、東方の神学の摂取に積極的であった

ことが知られている。なおこの企画は後にエリウゲナにより、ニュッサ

のグレゴリオスやマクシモス・コンフェッソルも含めた東方教父著作の

羅訳へと拡大される（860頃～）。ウェルギリウスのAとR写本に関して

も、オーセールのヘイリクスが864β頃にサン・ドニにおいて実見して

いる。以上のような経緯から、 9世紀のウェルギリウス受容に関しても、

その基盤にはギリシア教父に遡る神学的な背景があったと考えたい。
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次に fオデユツセイアjとギリシア教父との関わりに関してであるが、

初期ギリシア教父の一人アレクサンドリアのクレメンスは、その著作

『ギリシア人への勧告jの末尾に近い箇所において、船上のマストに身

を縛り、歌う怪烏セイレーネスの誘惑を遠ざけるオデユツセウス像のう

ちに、十字架上のキリストに身を委ねることにより救いを得る人の姿を

見出している。これは、旧約聖書のうちにばかりでなく異教文学のうち

にもキリストの予型を見出す「異教文学予型論j的な解釈だと理解して

よいと考えられる。ギリシア古典は、 9世紀に始まるマケドニア朝ルネ

ッサンス期以降、小文字本の普及と相まって写本数が増大するが、この

文芸復興を担った一人にカエサリアの大主教アレタスがいる。彼は現存

するクレメンスの最良写本Pを筆写させたことで知られる。アレタス関

係の写本蔵書は現存し（8種）、古文書学的実証が可能となる最古の写

本資料となっており、写字生も特定されるものが多い。 IO世紀のもの

と推定されるホメロス『イリアスjの写本A(Ven.454）の筆写生が誰で

あるかに関しては、スコリアAの内容と相まって未だに定説が確立され

ていないが、 Severynsらによればこの写本はアレタスの次代のものに属

し、その原本はアレタスの蔵書にあったものと推定されている。また

Hemmerdingerはさらに、その写字生をEphraimmonachosと同定してい

る。 Erbseらによる慎重な見解はあるものの、このA写本も同じアレタ

スのサークルの活動から生まれたものだと言ってよいだろう。実際アレ

タスの『書簡』には、クレメンス経由による『オデユツセイアj理解の

痕跡らしき句があり、彼の寛容な人文主義的神学は、クレメンスのそれ

を引き継いだものと言えるかも知れない。

以上はほんの一例に過ぎないが、ホメロスおよびウェルギリウスに代

表される西洋古典著作家たちの写本伝承史の背景には、ギリシア教父に

遡る「異教予型j論的な、普遍的受容性を秘めた神学を認めることがで

きるであろう。

（調整班研究会発表要旨）
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日本現存朝鮮古書のデータベース化について

藤本幸夫

(A04 r古典の世界像J漉・富山大学）

1 前書き

筆者は朝鮮語学を専攻する者であるが、その傍、日本に現存する朝鮮

古書の書誌学的研究にも携わって来たo

大学院時代の昭和42年から45年まで韓国のソウル大学に留学しよそ

の際に朝鮮の古書に触れていたが、下記の事情で日本に却って朝鮮の古

書が、しかも本国である韓国や北朝鮮に見られぬ善本が、多く存在する

ということを知った。帰国後朝鮮語学関係の古書調査に着手したが、朝

鮮古書の99パ｝セント迄は漢字・漢文で書かれており、語学資料、つま

りノ、ングル（朝鮮文字）で書かれた古書は稀少だということが判った。

日本には中国書には遥かに及ばないが、かなりの量の朝鮮古書が伝存

する。『日本書紀』によれば、応神朝に百済博士王仁が、『論語』と『千
モタヲ

文字』を賀したという。その真偽はさて置くも、古代から多量の書籍が

朝鮮半島より伝来されたことは確かなことである。奈良時代新羅に留学

した僧審祥の将来した仏書の目録が、転写されて伝わっているoその後

江戸末に至る迄、様々な形で朝鮮から書籍が伝えられた。

日本に伝存する朝鮮本が多量に賀されたのは、豊臣秀吉の朝鮮侵略時

{1592-1597）の将来、対馬潜宗家による蒐集、明治以降は日本の古本屋の

朝鮮よりの購入、日本人学者及び集書家の朝鮮にての蒐集が中心である。

特に朝鮮侵略時の略奪本は、当然それ以前の刊行書であり、これらの

古書は江戸幕府・公卿・大名家・寺院・集書家等によって珍重され、鄭重

に保存されて来た。保存がよいというのは、換言すれば、あまり人手に

触れる機会が与えられなかったということである。他方朝鮮では、これ
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らの古書は日常の読書に供されたため、次第に破損や紛失を来たし、現

在16世紀末以前の古書で、完全な形で伝わるものは極めて僅かである。

例えば5冊1セットのものが、その中3～4冊を失っていたり、残存する

1,2冊も汚れ、部分的に破損する等の状況にある。その点目本伝存書は、

時には装偵を改めたりはするものの、殆んどが完全に揃い、又は破損も

なく伝えられている。書籍が完全であることは、書誌学研究の第一条件

である。

筆者は一点ごとに28項目について調査及び研究を行うが、これによっ

てある書籍が、何時、何処で、誰によって出版されたか、又はその出版の

経緯や背景等も明らかにしようと努めている。データの蓄積につれ、出

版文化を中心とした地方文化のあり方、朝鮮文化史の一局面が編めるよ

うになる。出版情況と文化程度とは比例関係にある。

朝鮮本の研究は朝鮮に有意義であるばかりでなく、中国や日本にも関

係する。即ち中国で出版された書籍が本国で何時の間にか失われ、却っ

て朝鮮で出版されて伝存する場合がある。文日本に伝えられた朝鮮本を

底本として、古くから出版が行われている。特に江戸初期には秀吉時に

将来された朝鮮本をもとにして、思想・歴史・文学・語学・医学・本草

等々の分野の書籍が出版され、日本の学問や文芸に大きな影響を与えて

いる。江戸時代の官学であった朱子学は、朝鮮朱子学の甚大な影響下に

成立した。このように朝鮮本研究は、単に朝鮮学研究に止まらず、中国

学・日本学から見ても重要な意義を持つのである。以下にその28項目に

ついて述べる。

2 入力項目について

(1) 書名

ここには書名と何巻何冊かを記す。書名や巻数の採り方のむつかしい

ものもあり、冊数は同一番であっても、装備の仕方によって異る場合が
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ある。

(2) 撰者

著者のことである。著者未詳のこともある。中国人と朝鮮人は命名法

が共通するため、国籍がいずれか決定し難い場合がある。特に僧の場合、

中国・朝鮮・日本三国に共通するため、甚だ判別はむつかしい。

(3) 版種

木版に彫って印刷した木版本や手書きの写本が一般的であるが、その

他に活字本がある。活字には木活字と金属活字がある。木活字は中国・

日本でも用いられる。朝鮮の場合木活字は民間印刷に多く、官の印刷に

は金属活字がよく用いられる。朝鮮は金属活字印刷が特に発達した国で、

精巧を極め、中国や日本は遥かに及ばない。金属活字は官でも五十種近

く鋳造されており、その種類を識別して記入しなければならない。

(4) 刊者

出版者のことで、朝鮮では民間出版業は盛んではなかった。中央（ソ

ウル）や地方の官出版の他に、門弟・子孫・書院・寺剃・洞堂等の出版が

ある。出版についての情報は、後述の序文（前書き）や政文（後書き）に

記されていることが多いので、それらを丹念に読んで拾い出す必要があ

る。幾人か出版関係者を確認し得ても、中心人物特定の困難な場合があ

る。序文や政文があっても出版者に言及しないことがあり、又そもそも

序文・政文のない場合もかなり多く、出版者未詳も少なくない。

(5) 刊年
出版年のことであるが、（15）刊記という、出版時期や出版者・出版地

を記した記録がある場合や、序文・欧文から探り出し得る場合はいいが、

それらが全くない場合は刊年未詳となる。その時には紙質や字体、後述

の（10）版式や｛22）蔵書印等を参考にして刊年を推定する。推定はすべ

て［］中に入れる。序文や政文の番かれた時期が判っても、それらを書

き手から受け取って、その書籍がすぐに出版されたとは限らない。数十

年後のこともあり得るので、注意が必要である。序文や敏文に f板木を

彫ろうとするJ、或いは f原稿を刻工（彫り手）に渡したjとあるのを刊
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年と見なす向きもあるが、筆者はそれを採らない。明確に f彫り終ったJ

とあって始めて刊年と見なす。

(6) 刊地

出版地のことである。出版地が記されていることは稀である。中央政

府で金属活字によって出版された場合の出版地は、ソウノレの校書館や套

章閣と見なし得、地方官庁の出版物は、それぞれ地方の官庁と考えるこ

とができる。しかし先祖の詩文集を子孫が出版した場合は、殆んど出版

地は判らない。朝鮮では同族が一定の場所に世居することが多いので、

著者の郷里に子孫が居住し、そこで出版されたと一応は考えられるが、

一族挙げて他地方に移住することも稀ではないので、すべてそのように

考えることも出来ない。何時、何処で、どのような書籍が出版されたの

かは、地方文化を探る尺度ともなり得るので、文化史的観点からも重要

である。ところで出版地を探り出すのに、極めて有効な手段がある。そ

れは後述の（17）刻工名、つまり木版本の場合、その板木を彫った人の名

である。何時、何処に、何某なる刻工が存在したということが判ってい

れば、ある書籍の刻工名を手掛りに、その書籍の出版時と出版地が決定

できるのである。しかし刻工名の蒐集は後述するように、容易なことで

はない。

(7) 装偵
表紙のことであるが、書籍の中身を前後二枚の厚紙ではさみ、右側の

縁を糸で綴じるのである。朝鮮表紙は黄色に染め、様々な模様を打ち出

しており、それを太い朱糸で五ヶ所に穴をあけて綴じるのが一般的であ

る。模様によってある程度時代が推定できる。日本にあるものは、渋引

きの褐色表紙に改装されていることがある。その場合には上下が切断さ

れることが多い。十八世紀後半から十九世紀前半にかけて中国装備が流

行し、中国竹紙に中国表紙、綴じ穴が四ヶ所のこともある。

(8) 寸法

本の縦横の大きさである。朝鮮本は元来大型であるが、日本改装の場

合は、縦横ともに切断されることがある。
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(9) 紙質
一般的には格紙である。但し時代によって若干異りがある。中国・日

本・朝鮮、いずれの出版物であるのか判らぬ場合も稀にはある。中国装

械にした場合、清朝で一般的に用いられた竹紙によっている。竹紙は百

年、二百年するとボロボロに劣化し、今日清代出版物の中には、触れる

のち憎られるものがある。緒紙はそれに比べると半永久的に生命を持つ。

朝鮮のハイカラな人達は、当然竹紙の脆弱さを知らなかったために、結

果的には自滅の道を辿る、見た目には漉めの細やかで紙由美麗な竹紙を

珍重したことになる。

{10) 版式

版式とは、毎頁毎に四角枠があり、その中が十行程に仕切られ、毎行

に二十字程の字が排列されているが、四角枠の縦横の長さ・何行・一行

何字という様式である。行数や字数は、時代によって大体の傾向がある。

仕切りのない場合もあり、又一行に小字二行分の入ることもある。同じ

書名の書籍でも、異る時期に出版されたものは、時代の風潮に従って版

式の異ることがある。

{11) 版心

昔の書籍は、例えば縦三十海、横五十糧ほどの紙に木版で印刷し、縦

に二つに折って綴じてある。その折目の所に一行分ほどの空白があり、こ

こを版心という。版心には書名や頁数、一種の飾りのようなものが刷ら

れている。その形式が時代によって異り、それによって出版の時期もあ

る程度推量できるので重要である。

(12) 構成

構成とは本の内容であり、どういう順序で、何が記載されているかを

記述する。その一例を挙げると、序文・総目録・各巻毎の目録・本文・年

譜・行状・附録・補遺・政文等々である。同版（同じ板木からの印刷書）

であっても、内容のJI頂序が異っていたり、欠けている場合があり、どれ

が元来の姿なのかを定める必要がある。また序文や政文が幾つもある場

合、順序がかわったり、脱落していることもある。
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(13) 序文

前書きのことである。序は著名人や著者の先生や先輩が、その書籍の

成立経緯に触れ、又賞讃するのが普通である。序文中の出版に関係する

記事はすべて入力している。

(14) 政文

後書きである。後書きは一般に、その書籍の出版に携わった子孫や門

下生達の、出版経緯への言及を収めることが多い。出版の費用・部数や

出版にかかった日数など、興味深い記録の見られることもある。出版経

緯に関する部分はすべて入力する。

(15) 刊記
その書籍の最後尾に、通常一～ニ行で、誰が、何時、何処で出版した

かを、簡単に示したものである。文章になっても、もう少し長いものは

刊語と呼ばれる。刊記があればこれによって、誰が、何時、何処で出版

したかという、最も重要な点が解決される。仏書には刊記は非常に多い

が、それ以外では極めて少ない。仏書の場合は、父母の供養のため、或い

は多くの信者が集って後世の極楽往生を願って出版するため、それらの

人々の名前や刊年、そして刻工名が完名で刻されている場合が多く、書

誌学研究にとって、極めて有益な情報源と言い得るのである。中国や日

本では出版が企業となり、出版者が自己の版権を主張するため刊記を附

すが、朝鮮では出版業がさほど活発でなかったため、相j記を欠くのであ

る。刊記がないため朝鮮本では、金属活字の種類・版式・紙質などによっ

て、刊年を推定しなければならない場合が多い。

ところで注意すべきことは、刊記はそのまま信じられないということ

がある。古い時代の書籍を、例えば二百年に再び出す場合、古い刊記を

そのまま襲い、新しい刊記をつけないことがある。古い刊記はテキスト

の正当性と権威づけの役割を果す。鑑定に習熟しない人は、古い刊年の

年代のものと判定してしまい易い。刊記の年代と紙質が一致するか否や

に留意しなければならないが、これは容易なことではない。

(16) 原刊記
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これは新たに出版する書籍の、底本の刊記である。この原刊記によっ

て底本の素姓が判る。朝鮮で中国本を出版した場合、その原刊記によっ

て、底本たる中国本が何時・何処で出版されたものであるかが判り、中

国学にとっても貴重な資料たり得るのである。

(17) 刻工名

(11）版心については上述したが、版心に魚尾と呼ばれる魚の尾に似た

形の黒刷りの飾りが上・下にあり、又その上下に黒口と呼ばれる、黒い

柱状の飾りのあることがある。朝鮮本の場合は魚尾や黒口の中に陰刻（つ

まり白抜き）で、その版木の刻工（彫り手）の名が彫られている。朝鮮で

は通常、僧が刻工にあたる。僧名は中国や日本と同様に、「法雲jなどと

つけられる。版心部に「法雲Jと完名で彫られであればよいのであるが、

普通「法J又は f雲Jの如く一方だけが彫られており、完名が判らない

のである。又 f隻j字が f双Jと書かれ、これが、「又jに略されると、

「又Jから f隻・双j字への返還は不可能であるo刻工名はその板木を刻

した賃金を要求する証拠となるものであるから、当事者だけに判ればよ

く、必ずしも完名である必要がないのである。

ところでこのように版心に刻工名があり、更に刻工名の完名を含む刊

記がある場合、例えば、「法Jや f雲Jが「法雲Jの賂であることが判り、

更に刊記によって何時・何処の刻工であるのかも特定できる。この作業

を重ねて刻工名の一覧表が完成すれば、刻工名を手掛りにして刊年未詳

の書籍の、刊年や刊地をも決定することが可能となるのである。 筆者

は刻工名のすべてを、第何巻第何張と出所を付してデ｝タに入力してい

る。従ってこれを確証として同版・異版を識別することができる。

{18) 内賜記

内賜記とは宣賜記とも言われ、王が中央官庁で出版した書籍を臣下に

下賜する際、第一冊表紙裏に、何時、誰に、何番を与える旨を記したも

のである。一般に書籍が出版されると即ちに与えられるので、内賜記の

年月を以って、その書籍の刊年と見なすのである。前述の如く朝鮮本に

は刊記のない場合が多いので、この内賜記が刊年を決定する重要な手掛
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かりとなる。豊臣秀吉以前に出版された書籍で、この内賜記を有するも

のが日本に非常に多いので、日本現存本が重要な意味を持つ。ただ内賜

記の年月を、そのまま刊年と見なし得るや否やについては、若干検討の

余地がある。

(19) 諺解
オシモシ ー

諺解というのは、普で言う諺文（朝鮮文字、ハングル）による、漢文本

の朝鮮語訳である。多くの中国書が諺解されているが、最初に漢文の本

文が一段落あり、続いて一字下げで諺解の来るのが一般である。資料が

諺解本である場合には、この項で言及する。日本には韓国に失われた諺

解本が多い。一七世紀にはハングルだけの小説が出現するが、これは諺

解本ではなく、ハングノレ本であるo書名もハングノレで書かれているo

(20）吐
「吐jとは略体漢字による、送り仮名である。漢文本の左傍や右傍に、

読者が墨書したものである。本文中に刻される場合もあるが、通常は手

書きである。これは朝鮮語学研究にとって極めて重要で、吐の存在有無

を示す必要がある。近年は朝鮮に脅II読のあることが発見され、日本漢文
の寄II読におけるように、漢数字で読みJi慎を示したものもある。

(21) 封面

第一冊前表紙の次に来る、書名・刊年・刊地・刊者等を記したー張で

ある。中国本の影響下に生じ、朝鮮では一八世紀後半より見られる。こ

れによって多くの出版事項が得られる。

(22) 蔵書印

当該書旧蔵者の蔵書印である。豊臣秀吉以前の朝鮮人の蔵書印が日本

では多く見られ、本国では失われたものが多い。蔵書印も出版年代の推

定に役立って重要である。蔵書印は通常家事で書かれているため、解説

は甚だ困難を伴う。一人が複数印を有する場合もあり、又何人もの印が

押されていることもある。複数印のある場合、何人の印かを識別するの

は容易ではない。将来蔵書印譜を作製するために、蔵書印を蒐集してい
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る。日本人蔵書家の印も記録する。

(23) 識語

当該書の末尾等に記された持主の記録である。持主の姓名が多く、誰

から受贈された等の識語もある。日本の古書には識語が甚だ多いが、朝

鮮本には稀少である。

(24) 註記

ここには表紙の書名・保存状況・内容順序の異同・内容の脱落等、他

の項目で書かれなかったことを記す。

(25) 撰者伝

撰者の経歴についてここに記す。朝鮮人の経歴を知るには、『朝鮮人名

辞書』（朝鮮総督府中枢院、一九三九、京城）が、現在でも最も優れてい

る。最低限度の経歴以外は、この辞書収録の記事を省き、未収録の事柄、

即ち誕生と死亡の月日と場所、出身地、墓地等を記す。これらの事柄は、

当該書本文中や f年譜J等から採集する。近年『韓国歴代人物伝集成』

（民昌文化社、一九九四、ソウル）が出版され、ここに多くの墓誌銘等の

第一資料が影印で収められていて有益である。

(26) 藍本

藍本とは、当該書のもとになった底本である。中国書或いは朝鮮書を

底本として、新たに出版することがあるが、その際に底本として何を用

いたかをここに述べる。詳説は避けるが、これにはかなり困難な問題を

伴う。底本を原稿（これを版下という）として板木にはりつけて刻するの

を覆刻といい、底本によって行数字数を全く同じに、或いは行数字数を

違えた版下を作り、これを板木にはりつけて刻するのを重刻という。こ

の区別が必要である。覆刻の場合は底本と酷似するので両者が混同され

やすく、注意が必要である。

(27) 私案

これは筆者の当該蓄に関する見解である。朝鮮本に刊記の稀なことは

上述したが、筆者は序文・政文・刻工名・紙質・蔵書印等によっで、刊

者・刊年・刊地等を推定する。その際李朝時代の冊板目録や近年編纂の
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諸目録を参考にする。刊者や刊地に関して諸人名や諸地名の考証を行う

が、朝鮮学では工具書が充分でなく、又韓国の出版物には誤植が多いの

で慎重を要する。筆者にとって28項目中、ここが最もカの注がれる所で

ある。客観と主観の混った記述は、資料として価値が少ない。筆者の場

合本項は主観的記述とし、それ以外は客観的記述として裁然と区別して

いる。

(28) 所蔵者

これは当該書を所蔵している機関名である。

3 結！論

以上筆者が入力している28項目について、その内容を概説した。これ

ほど多くの項目を収録することは、従来の目録にはなかったo 目録は簡

便を旨とするために、又紙幅の制限上多くの項目を収録し得ず、更に28

項目を確認するためには、尼大な時聞が必要であるため、行われていな

いのが実状である。筆者の如き28項目の記述は、善本解題や小論文にむ

しろ近い。しかし出版文化全体を把握するためには、善本でない書籍に

ついても詳細な記述が必要であり、それによってこそ全き出版文化の総

合的理解が可能である。その為の資料提供を筆者は目指している。

このデ｝タベ｝スが完成すれば、朝鮮学のみならず、中国学・日本学

にも資する所大であろう。

（調整班研究会発表要旨）
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